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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量の、
　Ａ）式(Ｉａ)の化合物またはその農業慣用塩［成分（Ａ）］
【化１】

〔式中、
　Ｒ3は塩素であり；Ｒ4はＳＯ2ＣＨ3であり；Ｒ5は２－テトラヒドロフラニルメトキシ
である〕および
　Ｂ）除草剤ベンスルフロン、ビスピリバク－ナトリウム、クロマゾン、シハロフォプ－
ブチル、フェノキサプロプ－エチル、グルフォシネート、グリホセート、ハロスルフロン
－メチル、イマゼタピル、メフェナセト、メトスラム、オキサジクロメフォン、ペンジメ
タリン、プロパニル、キンクロラクおよびチオベンカルブからなる群から選択された少な
くとも１種の化合物［成分（Ｂ）］
を含む除草剤組成物であって、成分（Ａ）および成分（Ｂ）を１：２０００～２０００：
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１の重量比で含むことを特徴とする除草剤組成物。
【請求項２】
　組み合わせた成分（Ａ）および成分（Ｂ）の重量比Ａ：Ｂが１：２０～２０：１の範囲
内にある、請求項１に記載の除草剤組成物。
【請求項３】
　０.１～９９重量％の成分（Ａ）および成分（Ｂ）、および９９～０.１重量％の農作物
保護に常用される処方助剤を含む、請求項１または２に記載の除草剤組成物。
【請求項４】
　成分（Ａ）を１種またはそれ以上の成分（Ｂ）と一緒に、有害植物、その植物部分また
は耕作地に施用することを含み、成分（Ａ）および成分（Ｂ）の組み合わせが請求項１～
３の何れかで定義したとおりである、望ましくない植生の防除方法。
【請求項５】
　成分（Ａ）および成分（Ｂ）の組み合わせが請求項１～３の何れかで定義したとおりで
ある、望ましくない植生を防除するための除草剤組成物としての成分（Ａ）および成分（
Ｂ）の組み合わせの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、望ましくない植生に対して使用でき、そして活性成分として少なくとも２種
の除草剤の組み合わせを含む農作物保護製品の技術分野に関する。
【０００２】
　より具体的には、本発明は、活性成分として、ベンゾイルシクロヘキサンジオン群から
の除草剤を少なくとも１種の他の除草剤と組み合わせて含む、イネに使用するための除草
剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　上記のベンゾイルシクロヘキサンジオン群の除草剤は、多数の文献から公知である。す
なわち、例えば、多数のこのような化合物の除草作用は、WO 98/29406、WO 00/21924 お
よび WO 01/07422 に記載されている。WO 00/21924 に記載されたベンゾイルシクロヘキ
サンジオンの幾つかは、イネ農作物において成長する有害植物に対して良好な除草作用を
有する。
【０００４】
　しかしながら、実際には、これらの刊行物から公知のベンゾイルシクロヘキサンジオン
の使用はしばしば不利益を伴う。すなわち、除草活性は必ずしも充分であるとは限らず、
または除草活性が充分であったとしても、イネ植物に対して望ましくない損傷が観察され
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　除草剤の活性は、特に、使用除草剤の種類、その施用量、調製物、防除すべき有害植物
、気候条件および土壌条件などに依存する。別の基準は、除草剤の作用持続時間または分
解速度である。場合によっては、活性成分に対する有害植物の感受性の変化（これは長期
使用の際または地理的に限定された地域内で生じることがある）をも考慮しなければなら
ないだろう。このような変化は、多かれ少なかれ顕著な作用損失として現れ、そして除草
剤の施用量の増加によって一定の程度まで補うことができるにすぎない。
【０００６】
　多数の可能な影響因子により、種々の用途にとって、特に有害植物の種および気候地帯
に関して望ましい特性を併せ持った単一の活性成分は、実際上存在しない。そのうえに、
ますます少ない除草剤量で効果を達成することへの不変の要求がある。より少ない量は、
施用に必要な活性成分の量だけでなく、原則として処方助剤の必要量も減少させる。両者
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は資金投入を減少させ、そして除草剤処置の環境への負担を改善する。
【０００７】
　除草剤の使用特性を改善するためにしばしば用いられる方法は、活性物質を、所望の追
加の特性に寄与する１種またはそれ以上の他の活性物質と組み合わせることである。しか
しながら、物理的および生物学的不適合の現象は、幾つかの活性成分を組み合わせて使用
する場合にしばしば観察され、その例は共処方物の安定性の欠如、活性成分の分解または
活性成分の拮抗作用である。これに対して、有利な作用範囲、高い安定性および最大限に
、相乗的に高められた作用（これは組み合わせるべき活性成分を個々に施用する場合と比
較して施用量の減少を可能にする）を有する活性成分の組み合わせが望ましい。
【０００８】
　2－(4－メチルスルホニル－2－ニトロベンゾイル)－1,3－シクロヘキサンジオンと、ニ
コスルフロン、リムスルフロン、チフェンスルフロン－メチル、プリミスルフロン－メチ
ル、プロスルフロンおよびハロスルフロンからなる群からのスルホニル尿素との除草剤混
合物は、WO 97/48275 に開示されている。しかしながら、これらの混合物は、イネ植物に
もかなりの損傷を負わせるので、イネ農作物に使用するためには適さない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の目的は、先行技術と比較して改善された特性を有する、イネ農作物に使用する
ための除草剤組成物を提供することである。本発明は、有効量の、
　Ａ）少なくとも１種の式(Ｉ)の化合物およびその農業慣用塩［成分（Ａ）］
【化１】

（式中、
　Ｒ1はＣ1－Ｃ4－アルキルであり；
　Ｒ2はＯＲ6、ＳＯmＲ

7、シアナト、シアノ、チオシアナトまたはハロゲンであり；
　Ｒ3およびＲ4は互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、ハロゲン－Ｃ

1－Ｃ4－アルキル、シアノ、ニトロまたはＳＯmＲ
7であり；

　Ｒ5はＯ－(ＣＨ2)a－Ｏ－(ＣＨ2)b－ＯＲ7、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキルオキシ、Ｃ3－
Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキルオキシ、2－テトラヒドロフラニルメトキシ、
3－テトラヒドロフラニルメトキシ、2－テトラヒドロ－2H－ピラニルメトキシ、2－テト
ラヒドロチエニルメトキシ、2－フラニルメトキシまたは 2－チエニルメトキシであり；
　Ｒ6は水素、Ｃ1－Ｃ4－アルキルまたはハロゲン－Ｃ1－Ｃ4－アルキルであり；
　Ｒ7は、Ｃ1－Ｃ4－アルキル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、ハロゲ
ン－Ｃ1－Ｃ4－アルキル、ハロゲン－Ｃ2－Ｃ4－アルケニルまたはハロゲン－Ｃ2－Ｃ4－
アルキニルであり；
　ｎは０、１、２、３、４、５または６であり；
　ｍは０、１または２であり；
　ａは２、３または４であり；
　ｂは２、３または４である）；
および
【００１０】
　Ｂ）少なくとも１種の除草剤ベンフレセート(benfresate)（Ｂ１.１）、ベンスルフロ
ン(bensulfuron)（Ｂ２.１）、ビスピリバク(bispyribac)－ナトリウム（Ｂ２.２）、ク
ロマゾン(clomazone)（Ｂ３.１）、シハロフォプ(cyhalofop)－ブチル（Ｂ４.１）、エト
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キシスルフロン(ethoxysulfuron)（Ｂ２.３）、フェノキサプロプ(fenoxaprop)－エチル
（Ｂ４.２）、フォラムスルフロン(foramsulfuron)（Ｂ２.４）、グルフォシネート(gluf
osinate)（Ｂ１０.１）、グリホセート(glyphosate)（Ｂ１１.１）、ハロスルフロン(hal
osulfuron)－メチル（Ｂ２.５）、イマザモックス(imazamox)（Ｂ２.６）、イマザピル(i
mazapyr)（Ｂ２.７）、イマザキン(imazaquin)（Ｂ２.８）、イマゼタピル(imazethapyr)
（Ｂ２.９）、イマゾスルフロン(imazosulfuron)（Ｂ２.１０）、ヨードスルフロン(iodo
sulfuron)－メチル－ナトリウム（Ｂ２.１１）、メフェナセト(mefenacet)（Ｂ５.１）、
メソスルフロン(mesosulfuron)（Ｂ２.１２）、メトスラム(metosulam)（Ｂ２.１３）、
メトスルフロン(metsulfuron)－メチル（Ｂ２.１４）、オキサジアルギル(oxadiargyl)（
Ｂ６.１）、オキサジクロメフォン(oxaziclomefone)（Ｂ５.２）、ペントキサゾン(pento
xazone)（Ｂ６.２）、ペンジメタリン(pendimethalin)（Ｂ７.１）、プロパニル(propani
l)（Ｂ８.１）、キンクロラク(quinclorac)（Ｂ９.１）およびチオベンカルブ(thiobenca
rb)（Ｂ１.２）からなる群からの化合物［成分（Ｂ）］を含む組成物であって、
　これらの組成物が、式(I)の化合物またはその塩［成分（Ａ）］および群Ｂ）の化合物
［成分（Ｂ）］を１：２００～２００：１の重量比で含む除草剤組成物に関する。
【００１１】
　好ましい組成物は、式(I)の化合物またはその塩［成分（Ａ）］および群Ｂ）の化合物
［成分（Ｂ）］を１：２０～２０：１の重量比で含む。
【００１２】
　式(Ｉ)および後続の全ての式において、鎖様の炭素含有基、例えばアルキル、アルコキ
シ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルキルアミノおよびアルキルチオ、および相当す
る不飽和基、および／または炭素骨格が置換された不飽和基、例えばアルケニルおよびア
ルキニルは、それぞれの場合に直鎖状または分枝鎖状であってよい。アルキル基は、アル
コキシ、ハロアルキルなどのような複合した意味においても、例えばメチル、エチル、n
－ または i－プロピル、n－、i－、t－ または 2－ブチルである。アルケニルおよびア
ルキニル基は、アルキル基に相当する可能な不飽和基の意味を有し；アルケニルは、例え
ばアリル、1－メチルプロパ－2－エン－1－イル、2－メチルプロパ－2－エン－1－イル、
ブタ－2－エン－1－イル、ブタ－3－エン－1－イル、1－メチルブタ－3－エン－1－イル
および 1－メチルブタ－2－エン－1－イルであり；アルキニルは、例えばプロパルギル、
ブタ－2－イン－1－イル、ブタ－3－イン－1－イル、1－メチルブタ－3－イン－1－イル
である。多重結合は、不飽和基の任意所望の位置に存在することができる。
【００１３】
　シクロアルキルは、炭素環式飽和環系、例えばシクロプロピル、シクロペンチルまたは
シクロヘキシルである。
【００１４】
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素である。ハロアルキルおよびハロアルケ
ニルは、それぞれがハロゲンで、好ましくはフッ素、塩素および／または臭素で、特にフ
ッ素および／または塩素で部分的または完全に置換されたアルキル、アルケニルまたはア
ルキニル、例えばＣＦ3、ＣＨＦ2、ＣＨ2Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2、ＣＨ2ＦＣＨＣｌ、ＣＣｌ3、
ＣＨＣｌ2、ＣＨ2ＣＨ2Ｃｌであり；ハロアルコキシは、例えばＯＣＦ3、ＯＣＨＦ2、Ｏ
ＣＨ2Ｆ、ＣＦ3ＣＦ2Ｏ、ＯＣＨ2Ｆ3およびＯＣＨ2ＣＨ2Ｃｌであり；これは同様にハロ
アルケニルにも適用される。
【００１５】
　置換基の種類および結合に応じて、式Ｉの化合物は立体異性体として存在することがで
きる。例えば１個またはそれ以上のアルケニル基が存在するならば、ジアステレオマーが
生じうる。例えば１個またはそれ以上の不斉炭素原子が存在するならば、エナンチオマー
およびジアステレオマーが生じうる。立体異性体は、製造において得られた混合物から、
慣用の分離法、例えばクロマトグラフィー分離法によって得ることができる。同様に、立
体異性体は、立体選択的反応、および光学活性の出発材料および／または助剤の使用によ
り選択的に製造することができる。本発明はまた、式Ｉに包含されるが具体的に定義され
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【００１６】
　好ましい除草剤組成物は、成分（Ａ）として、
　Ｒ1がメチルであり；
　Ｒ2がＯＲ6であり；
　Ｒ3およびＲ4は互いに独立して、水素、塩素、フッ素、メチル、トリフルオロメチル、
シアノ、ニトロまたはＳＯ2Ｒ

7であり；
　Ｒ6が水素であり；
　Ｒ7がメチルまたはエチルであり；
　ｎが０、１または２であり；
　ｍ、ａおよびｂが各場合に２である
式Ｉの化合物を含む。
【００１７】
　同様に好ましいものは、成分（Ａ）として、
　Ｒ5がＯ－(ＣＨ2)a－Ｏ－(ＣＨ2)b－ＯＲ7、Ｃ3－Ｃ8－シクロアルキルオキシ、Ｃ3－
Ｃ8－シクロアルキル－Ｃ1－Ｃ4－アルキルオキシまたは 2－テトラヒドロフラニルメト
キシである
式Ｉの化合物を含む除草剤組成物である。
【００１８】
　さらに好ましいものは、成分（Ａ）として、以下に述べる意味を有する式（Ｉａ）の化
合物を含む除草剤組成物である：
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【表１】

【００１９】
　その一般名を上記で述べた活性成分の化学構造は、例えば“The Pesticide Manual", 
第 12 版, 2000, British Crop Protection Council から公知であるか、または下記の表
からわかる：
【００２０】
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【表２】

【００２１】
　フォラムスルフロンは、例えば WO 95/10507 に除草剤として開示されている。メソス
ルフロンは、例えば WO 95/10507 に除草剤として開示されている。
【００２２】
　これに関して特に興味深い除草剤組成物は、二成分（Ａ）＋（Ｂ）の下記の組み合わせ
の一つまたはそれ以上の相乗的活性成分を含むものである：
(A1)+(B1.1), (A1)+(B1.2), (A1)+(B2.1), (A1)+(B2.2), (A1)+(B2.3), (A1)+(B2.4),
(A1)+(B2.5), (A1)+(B2.6). (A1)+(B2.7), (A1)+(B2.8), (A1)+(B2.9), (A1)+(B2.10),
(A1)+(B2.11), (A1)+(B2.12), (A1)+(B2.13), (A1)+(B2.14), (A1)+(B3.1), (A1)+(B4.1)
, (A1)+(B4.2), (A1)+(B5.1), (A1)+(B5.2), (A1)+(B6.1), (A1)+(B6.2), (A1)+(B7.1), 
(A1)+(B8.1), (A1)+(B9.1), (A1)+(B10.1), (A1)+(B11.1),
(A2)+(B1.1), (A2)+(B1.2), (A2)+(B2.1), (A2)+(B2.2), (A2)+(B2.3), (A2)+(B2.4),
(A2)+(B2.5), (A2)+(B2.6), (A2)+(B2.7), (A2)+(B2.8), (A2)+(B2.9), (A2)+(B2.10),
(A2)+(B2.11), (A2)+(B2.12), (A2)+(B2.13), (A2)+(B2.14), (A2)+(B3.1), (A2)+(B4.1)
, (A2)+(B4.2), (A2)+(B5.1), (A2)+(B5.2), (A2)+(B6.1), (A2)+(B6.2), (A2)+(B7.1), 
(A2)+(B8.1), (A2)+(B9.1), (A2)+(B10.1), (A2)+(B11.1),
(A3)+(B1.1), (A3)+(B1.2), (A3)+(B2.1), (A3)+(B2.2), (A3)+(B2.3), (A3)+(B2.4), (A
3)+(B2.5), (A3)+(B2.6), (A3)+(B2.7), (A3)+(B2.8), (A3)+(B2.9), (A3)+(B2.10), (A3
)+(B2.11), (A3)+(B2.12), (A3)+(B2.13), (A3)+(B2.14), (A3)+(B3.1), (A3)+(B4.1), (
A3)+(B4.2), (A3)+(B5.1), (A3)+(B5.2), (A3)+(B6.1), (A3)+(B6.2), (A3)+(B7.1), (A3
)+(B8.1), (A3)+(B9.1), (A3)+(B10.1), (A3)+(B11.1),
(A4)+(B1.1), (A4)+(B1.2), (A4)+(B2.1), (A4)+(B2.2), (A4)+(B2.3), (A4)+(B2.4), (A
4)+(B2.5), (A4)+(B2.6), (A4)+(B2.7), (A4)+(B2.8), (A4)+(B2.9), (A4)+(B2.10), (A4
)+(B2.11), (A4)+(B2.12), (A4)+(B2.13), (A4)+(B2.14), (A4)+(B3.1), (A4)+(B4.1), (
A4)+(B4.2), (A4)+(B5.1), (A4)+(B5.2), (A4)+(B6.1), (A4)+(B6.2), (A4)+(B7.1), (A4
)+(B8.1), (A4)+(B9.1), (A4)+(B10.1), (A4)+(B11.1),
(A5)+(B1.1), (A5)+(B1.2), (A5)+(B2.1), (A5)+(B2.2), (A5)+(B2.3), (A5)+(B2.4), (A
5)+(B2.5), (A5)+(B2.6), (A5)+(B2.7), (A5)+(B2.8), (A5)+(B2.9), (A5)+(B2.10), (A5
)+(B2.11), (A5)+(B2.12), (A5)+(B2.13), (A5)+(B2.14), (A5)+(B3.1), (A5)+(B4.1), (
A5)+(B4.2), (A5)+(B5.1), (A5)+(B5.2), (A5)+(B6.1), (A5)+(B6.2), (A5)+(B7.1), (A5
)+(B8.1), (A5)+(B9.1), (A5)+(B10.1), (A5)+(B11.1),
(A6)+(B1.1), (A6)+(B1.2), (A6)+(B2.1), (A6)+(B2.2), (A6)+(B2.3), (A6)+(B2.4), (A
6)+(B2.5), (A6)+(B2.6), (A6)+(B2.7), (A6)+(B2.8), (A6)+(B2.9), (A6)+(B2.10), (A6
)+(B2.11), (A6)+(B2.12), (A6)+(B2.13), (A6)+(B2.14), (A6)+(B3.1), (A6)+(B4.1), (
A6)+(B4.2), (A6)+(B5.1), (A6)+(B5.2), (A6)+(B6.1), (A6)+(B6.2), (A6)+(B7.1), (A6
)+(B8.1), (A6)+(B9.1), (A6)+(B10.1), (A6)+(B11.1)
(A7)+(B1.1), (A7)+(B1.2), (A7)+(B2.1), (A7)+(B2.2), (A7)+(B2.3), (A7)+(B2.4), (A
7)+(B2.5), (A7)+(B2.6), (A7)+(B2.7), (A7)+(B2.8), (A7)+(B2.9), (A7)+(B2.10), (A7
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)+(B2.11), (A7)+(B2.12), (A7)+(B2.13), (A7)+(B2.14), (A7)+(B3.1), (A7)+(B4.1), (
A7)+(B4.2), (A7)+(B5.1), (A7)+(B5.2), (A7)+(B6.1), (A7)+(B6.2), (A7)+(B7.1), (A7
)+(B8.1), (A7)+(B9.1), (A7)+(B10.1), (A7)+(B11.1),
(A8)+(B1.1), (A8)+(B1.2), (A8)+(B2.1), (A8)+(B2.2), (A8)+(B2.3), (A8)+(B2.4), (A
8)+(B2.5), (A8)+(B2.6), (A8)+(B2.7), (A8)+(B2.8), (A8)+(B2.9), (A8)+(B2.10),
(A8)+(B2.11), (A8)+(B2.12), (A8)+(B2.13), (A8)+(B2.14), (A8)+(B3.1), (A8)+(B4.1)
, (A8)+(B4.2), (A8)+(B5.1), (A8)+(B5.2), (A8)+(B6.1), (A8)+(B6.2), (A8)+(B7.1), 
(A8)+(B8.1), (A8)+(B9.1), (A8)+(B10.1), (A8)+(B11.1),
(A9)+(B1.1), (A9)+(B1.2), (A9)+(B2.1), (A9)+(B2.2), (A9)+(B2.3), (A9)+(B2.4), (A
9)+(B2.5), (A9)+(B2.6), (A9)+(B2.7), (A9)+(B2.8), (A9)+(B2.9), (A9)+(B2.10), (A9
)+(B2.11), (A9)+(B2.12), (A9)+(B2.13), (A9)+(B2.14), (A9)+(B3.1), (A9)+(B4.1), (
A9)+(B4.2), (A9)+(B5.1), (A9)+(B5.2), (A9)+(B6.1), (A9)+(B6.2), (A9)+(B7.1), (A9
)+(B8.1), (A9)+(B9.1), (A9)+(B10.1), (A9)+(B11.1),
(A10)+(B1.1), (A10)+(B1.2), (A10)+(B2.1), (A10)+(B2.2), (A10)+(B2.3), (A10)+(B2.
4), (A10)+(B2.5), (A10)+(B2.6), (A10)+(B2.7), (A10)+(B2.8), (A10)+(B2.9), (A10)+
(B2.10), (A10)+(B2.11), (A10)+(B2.12), (A10)+(B2.13), (A10)+(B2.14), (A10)+(B3.1
), (A10)+(B4.1), (A10)+(B4.2), (A10)+(B5.1), (A10)+(B5.2), (A10)+(B6.1), (A10)+(
B6.2), (A10)+(B7.1), (A10)+(B8.1), (A10)+(B9.1), (A10)+(B10.1), (A10)+(B11.1),
(A11)+(B1.1), (A11)+(B1.2), (A11)+(B2.1), (A11)+(B2.2), (A11)+(B2.3), (A11)+(B2.
4), (A11)+(B2.5), (A11)+(B2.6), (A11)+(B2.7), (A11)+(B2.8), (A11)+(B2.9), (A11)+
(B2.10), (A11)+(B2.11), (A11)+(B2.12), (A11)+(B2.13), (A11)+(B2.14), (A11)+(B3.1
), (A11)+(B4.1), (A11)+(B4.2), (A11)+(B5.1), (A11)+(B5.2), (A11)+(B6.1), (A11)+(
B6.2), (A11)+(B7.1), (A11)+(B8.1), (A11)+(B9.1), (A11)+(B10.1), (A11)+(B11.1),
(A12)+(B1.1), (A12)+(B1.2), (A12)+(B2.1), (A12)+(B2.2), (A12)+(B2.3), (A12)+(B2.
4), (A12)+(B2.5), (A12)+(B2.6), (A12)+(B2.7), (A12)+(B2.8), (A12)+(B2.9), (A12)+
(B2.10), (A12)+(B2.11), (A12)+(B2.12), (A12)+(B2.13), (A12)+(B2.14), (A12)+(B3.1
), (A12)+(B4.1), (A12)+(B4.2), (A12)+(B5.1), (A12)+(B5.2), (A12)+(B6.1), (A12)+(
B6.2), (A12)+(B7.1), (A12)+(B8.1), (A12)+(B9.1), (A12)+(B10.1) および  (A12)+(B1
1.1)。
【００２３】
　本発明に係る組み合わせを用いる場合、１ヘクタール当たり１～２０００ｇ、好ましく
は１０～５００ｇの活性成分（Ａ）、および１～２０００ｇ、好ましくは１～５００ｇの
成分（Ｂ）（ａｉ／ｈａ）の範囲の施用量が一般的に必要である。
【００２４】
　使用すべき成分（Ａ）と（Ｂ）の重量比は、広い範囲内で変動できる。この量比は、好
ましくは１：５０～５００：１の範囲、特に１：２０～５０：１の範囲にある。最適重量
比は、問題の施用場、雑草範囲および使用する活性成分の組み合わせに依存し、そして予
備実験で決定することができる。
【００２５】
　本発明に係る組成物は、イネ農作物における有害植物の選択的防除のために著しく適し
ている。
【００２６】
　本発明に係る組成物は、イネ用除草剤に常用される全ての施用方式で使用することがで
きる。これらの組成物は、噴霧施用および冠水施用の形態で特に有利に使用される。冠水
施用として知られていることにおいて、施用の時点で既に、水田水が土壌の上３０ｍｍま
での深さを有する。本発明に係る組成物は、水田水に直接に、例えば顆粒剤の形態で加え
ることができる。世界中で、噴霧施用は播種したイネに主として用いられ、そして冠水施
用として知られているものは移植したイネに主として用いられる。
【００２７】
　本発明に係る組成物は、広範囲の雑草に作用する。例えば、これらの組成物は、例えば
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アロペクルス（Alopecurus）、アベナ（Avena）、ケノポジウム（Chenopodium）、シノド
ン（Cynodon）、シペルス（Cyperus）、ジギタリア（Digitaria）、エキノクロア（Echin
ochloa）、エリムス（Elymus）、ガリウム（Galium）、イポメア（Ipomoea）、ラミウム
（Lamium）、マトリカリア（Matricaria）、スキルプス（Scirpus）、セタリア（Setaria
）、ソルグム（Sorghum）、ベロニカ（Veronica）、ビオラ（Viola）およびキサンチウム
（Xanthium）種からの一年生および多年生有害植物、特に Echinochloa spp.、Leptochlo
a spp.、Scirpus spp.、Cyperus spp.、Sagittaria spp.、Monochoria spp.、Lindernia 
spp.、Eleocharis spp. および Sesbania spp. を防除するために適している。
【００２８】
　本発明に係る除草剤組成物は、組み合わせて用いられる成分（Ａ）および（Ｂ）の有効
用量が個々の用量と比較して低いことによっても区別されており、従って必要な活性成分
量の低下を可能にする。
【００２９】
　本発明はまた、１種またはそれ以上の除草剤（Ａ）を１種またはそれ以上の除草剤（Ｂ
）と一緒に、有害植物、その植物部分または耕作地に施用することを含む、望ましくない
植生の防除方法に関する。
【００３０】
　タイプ（Ａ）および（Ｂ）の除草剤を一緒に使用すると、付加（＝相乗）効果が観察さ
れる。組み合わせの作用は、使用される個々の除草剤の作用の期待される合計、および各
除草剤（Ａ）および（Ｂ）それぞれの作用を超える。相乗効果は、施用量の減少、より広
範囲の広葉および細葉雑草の防除、より迅速な除草作用の発生、長時間の作用持続性、１
回または数回だけの施用による、より良好な有害植物の防除、および実現できる施用周期
の延長を可能にする。これらの特性は、雑草防除の実施において農作物を望ましくない競
合植物がない状態に保持するために必要であり、こうして収量を質および量に関して保護
および／または高める。これらの新規な組み合わせは、上記の特性に関して技術水準より
も著しくまさっている。
【００３１】
　本発明に係る活性成分の組み合わせは、場合により他の慣用処方助剤と一緒に、成分（
Ａ）および（Ｂ）の混合処方物として存在することができ、これは次いで水で希釈した形
態で常法により施用されるか、またはタンクミックスとして知られているものとして、各
成分（その全部または若干は別個に処方されている）を水で一緒に希釈することにより製
造することができる。
【００３２】
　成分（Ａ）および（Ｂ）は、一般的な生物学的および／または物理化学的パラメーター
に応じて、種々の手段で処方することができる。一般的に可能な処方物の例としては、次
のものが適している：水和剤（ＷＰ）、乳濁液（ＥＣ）、水溶液（ＳＬ）、エマルジョン
（ＥＷ）、例えば水中油滴型および油中水滴型エマルジョン、噴霧用溶液およびエマルジ
ョン、油もしくは水に基づく分散液、懸濁エマルジョン、粉剤（ＤＰ）、種子粉衣製品、
土壌施用もしくは散布用顆粒剤、顆粒水和剤（ＷＧ）、ＵＬＶ処方物、マイクロカプセル
またはワックス。
【００３３】
　個々の処方物タイプは原則として公知であり、そして例えば Winnacker－Kuechler, “
Chemische Technologie" [Chemical Technology], 第７巻, C. Hanser Verlag Munich, 
第４版, 1986; van Valkenburg, “Pesticide Formulations", Marcel Dekker, N.Y., 19
73; K. Martens,“Spray Drying Handbook", 第３版, 1979, G. Goodwin Ltd. London に
記載されている。必要な処方助剤、例えば不活性材料、界面活性剤、溶剤および他の添加
剤も同様に公知であり、そして例えば Watkins, “Handbook of Insecticide Dust Dilue
nts and Carriers", 第２版, Darland Books, Caldwell N.J.; H.v. Olphen, “Introduc
tion to Clay Colloid Chemistry", 第２版, J. Wiley & Sons, N.Y.; Marsden, “Solve
nts Guide", 第２版, Interscience, N.Y. 1950; McCutcheon's, “Detergents and Emul
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sifiers Annual", MC Publ. Corp., Ridegewood N.J.; Sisley および Wood, “Encyclop
edia of Surface Active Agents", Chem. Publ. Co. Inc., N.Y. 1964; Schoenfeldt, "G
renzflaechenaktive Aethylenoxidaddukte" [Surface－active ethylene oxide adducts]
, Wiss. Verlagsgesellschaft, Stuttgart 1976; Winnacker－Kuechler, “Chemische Te
chnologie", 第７巻, C. Hanser Verlag Munich, 第４版, 1986 に記載されている。
【００３４】
　これらの処方物に基づいて、他の農薬活性物質、例えば他の除草剤、殺菌剤もしくは殺
虫剤、および薬害軽減剤、肥料および／または成長調節剤との組み合わせを、例えばレデ
ィーミックスまたはタンクミックスの形態で製造することもできる。
【００３５】
　水和剤は、水に一様に分散可能な製品であり、そして活性成分のほかに、希釈剤または
不活性材料に加えて、イオン性または非イオン性界面活性剤（湿潤剤、分散剤）、例えば
ポリオキシエチル化アルキルフェノール、ポリエトキシル化脂肪アルコールもしくは脂肪
族アミン、アルカンスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート、リグノスルホン酸ナ
トリウム、2,2'－ジナフチルメタン－6,6'－ジスルホン酸ナトリウム、ジブチルナフタリ
ンスルホン酸ナトリウム、またはそのほかにオレオイルメチルタウリン酸ナトリウムを含
む製品である。
【００３６】
　乳濁液は、活性成分を、有機溶剤、例えばブタノール、シクロヘキサノン、ジメチルホ
ルムアミド、キシレン、またはそのほかに高沸点の芳香族化合物もしくは炭化水素に、１
種もしくはそれ以上のイオン性または非イオン性界面活性剤（乳化剤）を添加して溶解す
ることによって製造される。使用できる乳化剤の例は、次のものである：アルキルアリー
ルスルホン酸のカルシウム塩、例えばドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム、または非
イオン性乳化剤、例えば脂肪酸ポリグリコールエステル、アルキルアリールポリグリコー
ルエーテル、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、プロピレンオキシド／エチレンオ
キシド縮合生成物、アルキルポリエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチ
レンソルビタン脂肪酸エステルまたはポリオキシエチレンソルビトールエステル。
【００３７】
　粉剤は、活性成分を、微粉固体材料、例えばタルク、天然クレー、例えばカオリン、ベ
ントナイトおよびピロフィライト、または珪藻土と共に粉砕することによって得られる。
【００３８】
　顆粒剤は、活性成分を吸着性の粒状不活性材料上に噴霧するか、または活性成分濃縮物
を、担体、例えば砂、カオリナイトまたは粒状不活性材料の表面上に、接着剤、例えばポ
リビニルアルコール、ポリアクリル酸ナトリウムまたはそのほかに鉱油を用いて塗布する
ことにより製造することができる。適切な活性化合物を、肥料顆粒に常用される方法で、
所望により肥料との混合物として粒状化することもできる。原則として、顆粒水和剤は、
噴霧乾燥、流動床粒状化、ディスク粒状化、高速ミキサーによる混合、および固体不活性
材料を用いない押し出しのような方法によって製造される。
【００３９】
　農芸化学処方物は、原則として０.１～９９重量％、特に０.２～９５重量％の活性成分
タイプ（Ａ）および（Ｂ）を含み、処方物の種類に応じて次の濃度が慣用される：水和剤
中の活性成分濃度は、例えば約１０～９５重量％であり、１００重量％までの残余は慣用
処方成分からなる。乳濁液の場合、活性成分濃度は、例えば５～８０重量％であってよい
。粉剤形態の処方物は、通常５～２０重量％の活性成分を含み、そして噴霧液剤は、約０
.２～２５重量％の活性成分を含む。顆粒剤、例えば分散性顆粒剤の場合、活性成分含有
量は、部分的には、活性化合物が液体で存在するか、または固体形態で存在するか、そし
てどのような粒状化助剤および充填剤を用いるかに依存する。原則として、活性成分含有
量は、顆粒水和剤の場合は１０～９０重量％に達する。さらに、上記の活性成分処方物は
、場合により、それぞれの場合に慣用される接着剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、保存剤、
凍結防止剤、溶剤、充填剤、着色剤、担体、消泡剤、蒸発防止剤、ｐＨ調節剤または粘度
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調節剤を含む。
【００４０】
　使用するために、市販の形態で存在する処方物を、常法により、水和剤、乳濁液、分散
液および顆粒水和剤の場合には、場合により例えば水を用いて希釈する。粉剤、土壌用顆
粒剤、撒布用顆粒剤および噴霧液剤の形態の調製物は、使用前に他の不活性物質でさらに
希釈しないのが普通である。
【００４１】
　活性成分は、植物、植物部分、植物種子または耕作地（耕地土壌）に、好ましくは緑色
の植物および植物部分に、そして場合によりさらに耕地土壌に施用することができる。
【００４２】
　一つの可能な使用は、活性成分をタンクミックスの形態で一緒に適用することであり、
最適に処方された個々の活性成分の濃縮処方物を一緒にタンク中で水と混合し、そして得
られた噴霧用混合物を施用する。
【００４３】
　成分（Ａ）および（Ｂ）の本発明に係る組み合わせの除草剤共処方物は、成分の量が既
に正しい割合で存在しているので、使用がより容易であるという利点を有する。さらに、
様々な処方物のタンクミックス物は助剤の望ましくない組み合わせをもたらすことがある
が、本処方物中の助剤は調節して互いに最適に調和させることができる。
【実施例】
【００４４】
Ａ．処方例
　ａ）１０重量部の活性成分／活性成分混合物および不活性物質として９０重量部のタル
クを混合し、この混合物をハンマーミルで微粉砕することによって、粉剤（ＷＰ）を得る
。
【００４５】
　ｂ）２５重量部の活性成分／活性成分混合物、不活性物質として６４重量部のカオリン
含有石英、１０重量部のリグノスルホン酸カリウム、および湿潤剤および分散剤として１
重量部のオレオイルメチルタウリン酸ナトリウムを混合し、この混合物をピン付きディス
クミル中で粉砕することによって、水に容易に分散する水和剤（ＷＧ）を得る。
【００４６】
　ｃ）２０重量部の活性成分／活性成分混合物を６重量部のアルキルフェニルポリグリコ
ールエーテル（Triton X 207）、３重量部のイソトリデカノールポリグリコールエーテル
（８ ＥＯ）および７１重量部のパラフィン系鉱油（沸点範囲、例えば約２５５～２７７
℃）を混合し、この混合物を摩擦ボールミル中で５ミクロン以下の粉末度まで粉砕するこ
とによって、水に容易に分散する分散濃縮物を得る。
【００４７】
　ｄ）１５重量部の活性成分／活性成分混合物、溶剤として７５重量部のシクロヘキサノ
ンおよび乳化剤として１０重量部のオキシエチル化ノニルフェノールから、乳濁液（ＥＣ
）を得る。
【００４８】
　ｅ）下記の成分
　７５重量部の活性成分／活性成分混合物、
　１０重量部のリグノスルホン酸カルシウム、
　　５重量部のラウリル硫酸ナトリウム、３重量部のポリビニルアルコール、および
　　７重量部のカオリン
を混合し、この混合物をピン付きディスクミル中で粉砕し、この粉末を流動床中で粒状化
流体としての水の上に噴霧して粒状化することによって、顆粒水和剤を得る。
【００４９】
　ｆ）同様に下記の成分
　２５重量部の活性成分／活性成分混合物、
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　　５重量部の 2,2'－ジナフチルメタン－6,6'－ジスルホン酸ナトリウム、
　　２重量部のオレオイルメチルタウリン酸ナトリウム、
　　１重量部のポリビニルアルコール、
　１７重量部の炭酸カルシウム、および
　５０重量部の水
をコロイドミル中で均質化して予備微粉砕し、次いでこの混合物をビーズミル中で粉砕し
、こうして得られた懸濁液をスプレー塔中で単一物質ノズルにより噴霧して乾燥すること
によって、顆粒水和剤を得る。
【００５０】
　Ｂ．生物学的例
　１．発生前処理除草作用
　単子葉および双子葉有害植物の種子または根分節を、ポット中の砂質ローム土に入れ、
覆土する。次いで噴霧施用の場合は、濃縮水溶液、水和剤または乳濁液として処方した組
成物を、それぞれ水性の溶液、懸濁液またはエマルジョンとして、種々の用量で１ヘクタ
ール当たり６００～８００リットルの施用量（換算）で、覆土の表面に施用する。施用直
後の数日までに、試験コンテナを土壌表面の上３０ｍｍの深さまで浸水させる。これに対
して冠水施用の場合は、閉鎖した試験コンテナ中の土壌は、施用の時点で既に深さ３０ｍ
ｍまでの水田水で覆われている。この場合、処方した活性成分を水田水に、例えば顆粒の
形態で直接に加える。処理したのち、ポットを温室に入れ、雑草にとって良好な成長条件
下で保持する。３～４週間の実験期間後に試験植物が発芽したのち、植物損傷または発芽
への悪影響の肉眼採点を未処理コントロールと比較して行う。試験結果により示されるよ
うに、本発明に係る組成物は、広範囲の細葉雑草および広葉雑草に対して顕著な発生前処
理除草作用を有する。しばしば、除草剤を個々に施用した場合の効果の形式的合計を超え
る、本発明に係る組み合わせの効果が観察される。適切な低用量を用いる場合、実験で観
察される値は、コルビイの式 (Colby's formula) を用いて計算した期待値を超える組み
合わせ効果を示す。
【００５１】
　相乗的除草効果の採点および評価：
　活性成分または活性成分混合物の除草効力を、処理試料と未処理対照試料との比較によ
り肉眼で採点した。全ての空中植物部分の損傷および発育を記録した。採点はパーセント
目盛で行った（１００％作用＝全植物が死滅；５０％作用＝植物および緑色植物部分の５
０％が死滅；０％作用＝認めうる作用なし＝未処理コントロール区画と同様）。
【００５２】
　２．発生後処理除草作用
　単子葉および双子葉植物の種子または根分節を、ポット中の砂質ローム土内に入れ、覆
土し、温室内で良好な成長条件（温度、大気の湿度、水の供給）において成長させる。植
え付け後の約３週間に、実験植物を本発明に係る組成物で処理する。噴霧施用の場合は、
水和剤または乳濁液として処方した本発明に係る組成物を、種々の用量で１ヘクタール当
たり６００～８００リットルの施用量（換算）で、緑色植物部分に噴霧する。施用直後の
数日までに、試験コンテナを土壌表面の上３０ｍｍの深さまで浸水させる。これに対して
冠水施用の場合は、閉鎖した試験コンテナ中の土壌は、施用の時点で既に深さ３０ｍｍま
での水田水で覆われている。この場合、処方した活性成分を水田水に直接に加える。実験
植物を温室内に最適成長条件下でさらに３～４数週間保持したのち、調製物の効果を未処
理コントロールと比較して肉眼で採点する。本発明に係る組成物は、発生後処理で施用す
る場合にも、広範囲の経済上重要な細葉雑草および広葉雑草に対して顕著な除草作用を有
する。しばしば、除草剤を個々に施用した場合の効果の形式的合計を超える、本発明に係
る組み合わせの効果が観察される。適切な低用量を用いる場合、実験で観察される値は、
コルビイの式を用いて計算した期待値を超える組み合わせ効果を示す。
【００５３】
　３．除草作用および農作物植物の許容量（フィールド実験）
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　農作物植物を、野外の小区画で自然のフィールド条件下で成長させ、代表的な有害植物
の種子または根分節を植え付けておき、自然の雑草植物相を利用した。本発明に係る組成
物での処理を噴霧施用または冠水施用として、有害植物および農作物植物が発生したのち
、原則として２～４葉期に行った；若干の場合に（上記のとおり）、個々の活性成分また
は活性成分組み合わせを、発生前処理で施用したか、または一部は発生前および／または
発生後に逐次的処理として施用した。施用ののち、例えば施用後２、４、６および８週間
に、調製物の効果を未処理コントロールと比較して肉眼で採点した（採点については実施
例１参照）。本発明に係る組成物は、フィールド実験においても、広範囲の経済上重要な
細葉雑草および広葉雑草に対して相乗的除草活性を有する。この比較は、本発明に係る組
み合わせが、大部分の場合に個々の除草剤の効果の合計よりも強力な除草作用、若干の場
合にはかなり強力な除草作用を有することを示したので、相乗作用を示唆している。さら
に、この採点期間の重要な部分中の効果は、コルビイの式を用いて計算した期待値を超え
たので、同様に相乗作用を示唆している。これに対して農作物植物は、除草剤組成物で処
理した結果として、無障害または実際上無傷害のままであった。
【００５４】
　本発明に係る組み合わせを施用すると、除草剤を単独で施用した場合に存在する除草剤
の効果の形式的合計を超える、有害植物種に対する除草効果がしばしば観察される。その
ほかに、時には、個々の製品と比較して有害植物種に対する同じ効果を達成するために必
要な除草剤組み合わせの施用量の減少が観察される。作用もしくは効力のこのような増強
、または減少した施用量は、相乗効果を強力に示唆している。観察されたデータが個々の
施用による実験データの形式的合計を既に超えた場合には、これらのデータは同様に以下
に示すコルビイの式で計算した期待値を超え、このことは同様に相乗作用を示唆すると考
えられる（S. R. Colby; Weeds 15 (1967) pp. 20－22 参照）。
【００５５】
【数１】

　この式において：
　　　Ａ、Ｂ＝　それぞれａおよびｂグラムのａｉ／ｈａの用量における
　　　　　　　　成分ＡまたはＢの作用（％）、および
　　　Ｅ　　＝　ａ＋ｂグラムのａｉ／ｈａの用量における期待値（％）。
【００５６】
　上記の実験例で観察されたデータは、コルビイの式を用いて計算した期待値を超える。
【００５７】
　以下の実施例Ｂ.Ｉ～Ｂ.ＸＶＩを上記の方法Ｂ.２（発生後処理除草作用）により行い
、実施例Ｂ.Ｉ～Ｂ.ＶＩＩＩでは噴霧施用を行い、実施例Ｂ.ＩＸ～Ｂ.ＸＶＩでは冠水施
用を行った。
【００５８】
　これらの実施例で用いた試験植物は下記のものであった：
　　ＣＨＥＡＬ　　Chenopodium album
　　ＣＹＰＳＥ　　Cyperus serotinus
　　ＥＣＨＣＧ　　Echinochloa crus galli
　　ＭＯＯＶＡ　　Monochoria vaginalis
　　ＰＨＢＰＵ　　Pharbitis purpureum
　　ＳＡＧＰＹ　　Sagittaria pygmaea
　　ＳＣＰＪＵ　　Scirpus juncoides
　　ＳＥＢＥＸ　　Sesbania exaltata
【００５９】
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【００６０】
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【表４】

【００６１】
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【表５】

【００６２】
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【００６３】
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【表７】

【００６４】
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